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「北方領土を返してほしい。」 

私は北方領土問題を知ったときから、ずっとそう願ってきました。けれど最近になって、この言

葉が持つ重みや、責任を強く感じるようになりました。 

北方領土とは、北海道の東にある、択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島のことを言います。そこ

は、昔から日本人が漁や狩りをし、自然とともに生活を営んできた場所でした。 

しかし、一九四五年夏の終戦直後に、ソ連が踏み込んできて、島民たちは島を追い出されてしま

いました。突然ずっと住んでいた島を追いやられ、自由にお墓参りをすることも家に帰ることもで

きなくなった人たちのことを思うと、本当にやりきれません。 

だから私は、地下歩行空間で行われていた署名運動に参加しました。自分の署名が、北方領土の

一日も早い返還につながるのなら――そんな思いでいっぱいでした。そのときふと、「この問題を

知っている人は、いったいどれくらいいるのだろう。」と考えました。 

そして、学校で夏休みの自由課題として作文コンクールの一覧が配られたとき、私は迷わずこの

「北方領土中学生作文コンテスト」を選びました。自分が作文を書くことで、一人でも多くの人に

この問題を知ってもらえたらと思ったからです。 

けれど最近、作文を書くために北方領土について調べていくうちに、私はあることに気づきまし

た。北方領土には今も、ロシアの人々が戦後から何十年も家族とともに住んでいるのです。北方領

土は、元島民の方の故郷というだけではなく、彼らの故郷にもなってしまったのです。 

そんな中、私はあるアンケート結果を知りました。ロシアの人たちの中にも、「条件つきなら返

還してもよい。」と考える人が意外と多くいるというのです。その結果を見たとき、私は驚くと同

時に、少し希望も感じました。北方領土の返還について、まったく話し合いの余地がないわけでは

ないのかもしれない。そう思うと、「対話による解決」は決して夢ではないように感じました。 

とはいえ、現実は簡単ではありません。調べれば調べるほど、私は戸惑いました。「じゃあ、誰

の島なんだろう。」と。でも、今もロシア人が住んでいるからといって、島を奪われた歴史をなか

ったことにはできない。過去の不正を、ただ水に流して終わらせることはできない。 

解決は簡単ではありませんが、あきらめてはいけない問題だと思います。日本の立場を主張しな

がらも、ロシアの人々の暮らしにも目を向け、対立ではなく対話による未来をめざすことが大切で

す。 

私が思い描くのは、北方領土が日本に返還され、そこで日本人とロシア人の両方が自由に暮らせ

るようになる未来です。もちろん、実現に至るまでには多くの課題がありますが、どうしたらよい

かを一人ひとりが考えることこそが、解決への第一歩なのではないでしょうか。 

私はまだ子どもだけど、問い続けることはできるし、伝えることもできる。小さな署名の一筆も、

きっとその一歩になるはずです。だから私は、これからも言い続けたい。 

「北方領土を返してほしい。」と。 

 


